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12 月

定例会

快晴のもと実施された令和７年六ヶ所消防出初式の様子快晴のもと実施された令和７年六ヶ所消防出初式の様子
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お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
の
民
設
民
営
へ
の
　
　
　
　
　
　
　

お
ぶ
ち
こ
ど
も
園
の
民
設
民
営
へ
の
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
移
行
に
つ
い
て
審
議
！

　
　
　
　
　
　
　
　
移
行
に
つ
い
て
審
議
！

12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし12月定例会のあらまし

　

令
和
６
年
12
月
定
例
会
は
、
12

月
６
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
９
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し

た
。（
質
問
の
内
容
は
Ｐ
４
～
Ｐ
８

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

そ
の
ほ
か
に
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
六
ヶ
所
村
立
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
議
案
18
件
、
承
認

１
件
、
報
告
１
件
、
六
ヶ
所
村
教
育

委
員
の
任
命
な
ど
同
意
４
件
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※１　収益的支出…固定資産の維持管理または破損個所の現状回復に要する支出のこと

※２　資本的支出…固定資産の価値を高めるもしくは耐久性を増すために必要となる支出のこと

令和6年度　12月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,123,388 119,749 15,243,137

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,010,636 1,131 1,011,767

後期高齢者医療特別会計 127,049 4,561 131,610

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 127,076 1,651 128,727

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,146,875 9,025 1,155,900

水 道 事 業 会 計
※1 325,426 1,824 327,250

※2 264,253 △ 220 264,033

農 業 集 落 排 水 ※1 80,854 0 80,854

下 水 道 事 業 会 計 ※1 675,041 0 675,041

工業用水道事業会計 ※1 23,588 566 24,154

合 　 　 　 　 　 　 計 18,904,186 138,287 19,042,473

　現在、おぶちこども園は公設公営（村直営）で管理運営を行っています。
　これを民営化するため経緯やメリット、スケジュール案が説明されました。

陳情書審査結果

件 名 提 出 者 結 　 果

臓器移植に関わる不正取引、非
人道性が疑われる国への渡航移
植等を防止するための法整備等
を求める意見書提出の陳情

一般社団法人 中国における臓器
移植を考える会　代表 丸山 治章 議員配布

原子燃料サイクル施設の完成目
標延期に係る地域経済活性化推
進に係る陳情

六 ヶ 所 村 商 工 会 会 長 
六 ヶ 所 村 建 設 業 協 会 会 長 
六ヶ所商工事業協同組合理事長

特別委員会付託後 
↓ 

採択

議
員
質
問

　
　
令
和
８
年
度
に
民
間
へ
移
行
す
る
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
だ
が
、
村
内
で

受
託
可
能
な
３
福
祉
法
人
が
検
討
す
る

期
間
等
を
設
け
る
た
め
に
、
１
年
か
２

年
程
度
の
猶
予
を
持
っ
て
、
令
和
８
年

度
以
降
に
公
募
に
移
行
す
る
と
考
え
に

立
て
な
い
の
か
。

村
長
答
弁

　
　
地
元
の
方
の
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら

事
務
を
進
め
る
べ
き
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

　
　

そ
こ
で
、
移
行
の
日
に
つ
い
て
は
、

議
決
を
い
た
だ
い
て
す
ぐ
手
続
き
を
開

始
す
る
の
で
は
な
く
、
手
続
が
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
の
か
勘
案
し
て
決
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

結
果
原
案
ど
お
り
可
決

民営化による村の負担軽減見込み（令和５年度決算額より）民営化による村の負担軽減見込み（令和５年度決算額より）

民営化によるメリット民営化によるメリット
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一般質問とは？一般質問とは？
※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、※定例会において、議員が村の施策の状況や方針などについて、
報告や説明を求めたり、質問すること。報告や説明を求めたり、質問すること。

村政を問う村政を問う
　『一般質問』　『一般質問』

１２月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
一般質問の詳細や、再質問、掲載されていないものについては、ＨＰより議事録をご確認くだ
さい。

議員（質問順） 件　　　　　名

髙
た か だ

田　翔
しょう

　議員
１. 近年の本村の鮭・ニシンの不漁対策について

２. 本村における乳幼児の新型コロナウイルスワクチンの接種
について

附
つ く だ

田　角
かくえい

栄　議員 １. リユース制度の新設について

寺
てらした

下　和
かずみつ

光　議員
１. 富ノ沢地区農用地の利用状況と今後の活用について

２. こども園の安全性及び利便性向上について

髙
たかはし

橋　文
ふ み お

雄　議員
１. 村内入浴施設利用料の無料化について

２. 交通指導隊員、防犯指導隊員の活動の有償化について

一 般 質 問一 般 質 問

考えますか。考えますか。 質 問

問
11
月
21
日
付
の
青
森
県
で
の
鮭

の
漁
獲
量
は
前
年
度
の
同
時
期

よ
り
も
65
％
も
低
い
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

ま
た
、
３
月
か
ら
解
禁
さ
れ
る
ニ

シ
ン
漁
も
こ
こ
数
年
は
漁
獲
量
が
振

る
わ
な
い
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

　
　

近
年
の
本
村
の
鮭
・
ニ
シ
ン
の
不

漁
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
鮭
は
、
近
年
全
国
的
に
漁
獲
量

が
減
少
し
、
県
は
、
鮭
の
不
漁

は
親
潮
の
勢
力
が
弱
ま
り
、
生
育
に

適
し
た
水
温
を
継
続
す
る
期
間
が
短

か
っ
た
こ
と
や
餌
と
な
る
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
お

り
、
村
と
し
て
効
果
的
な
対
策
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

県
は
、
鮭
の
回
帰
率
向
上
に
向
け
、

県
内
の
ふ
化
場
で
生
存
率
が
高
い
大

型
稚
魚
の
育
成
の
強
化
や
稚
魚
の
育

成
期
間
短
縮
を
目
的
と
し
た
実
験
に

取
り
組
む
と
の
こ
と
で
、
国
、
県
の

動
向
を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

答
ニ
シ
ン
は
、
尾
駮
沼
と
鷹
架
沼

に
お
い
て
は
、
む
つ
小
川
原
開

発
に
お
け
る
港
湾
区
域
と
し
て
、
漁

業
権
等
の
権
利
を
放
棄
し
た
区
域
で
、

県
よ
り
特
別
に
採
捕
許
可
を
う
け
、

漁
業
を
操
業
し
て
お
り
、
操
業
す
る

に
あ
た
り
、
採
捕
で
き
る
魚
種
、
区

域
や
期
間
が
決
め
ら
れ
、
増
養
殖
事

業
は
認
め
な
い
許
可
条
件
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

髙
た か だ

田　翔
しょう

 議員

　
　

村
で
は
、
近
年
の
沿
岸
漁
業
の
漁

獲
量
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
泊
漁
業
協
同
組
合
が
実
施
す

る
ア
イ
ナ
メ
等
の
稚
魚
放
流
事
業
に

対
し
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ
養
殖
実

証
試
験
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
３
か
年
で
実
施
し
た
が
、
昨
年

の
海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
全
滅
し
た

こ
と
か
ら
、
新
た
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
３
年
間
、
県
よ
り
、
無
償
で
稚

魚
の
提
供
を
受
け
、
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。　

　

一 般 質 問一 般 質 問

一 般 村長、どう村長、どう

産業まつりでの鮭の抽選販売は、産業まつりでの鮭の抽選販売は、
不漁により今年度は中止となった不漁により今年度は中止となった

マツカワガレイ養殖実証試験の様子マツカワガレイ養殖実証試験の様子

本村の鮭・ニシンの不漁対策について村としてど
のような施策を考えているのか。
ニシンについては、むつ小川原港港湾区域では増
養殖事業はできず、鮭については、県が実験に取
り組むとのことであるため、動向を注視してまい
ります。　　　　　　　　　　　　　　―　村長
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ベビーカーやベビーベットなどを新たに子育てを
始める方へリユースする制度を新設する考えはな
いか。
全国的に実施されている方法等を参考にし、本村
でできる方法について、今後検討して参りたい。

―村長

問
使
っ
て
い
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
を
幼
児
期
の

子
育
て
が
終
わ
る
方
と
乳
児
期
の
子

育
て
を
始
め
る
方
を
繋
ぎ
、
金
銭
面

だ
け
で
は
な
く
物
の
節
約
を
す
る
た

め
に
、
公
共
施
設
を
活
用
し
て
、
そ

の
取
り
扱
い
を
す
る
窓
口
を
設
け
て

使
用
で
き
る
品
物
か
、
廃
棄
に
な
る

品
物
か
を
見
分
け
つ
つ
管
理
保
管
を

行
い
、
村
民
に
対
し
、
希
望
に
応
じ

て
受
け
渡
し
す
る
リ
ユ
ー
ス
制
度
の

新
設
を
是
非
と
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

こ
れ
は
、
昨
今
の
環
境
問
題
や
家

庭
ご
み
の
減
量
に
も
繋
が
る
と
思
う

こ
と
か
ら
、
村
長
の
所
信
を
伺
う
。

問
村
内
の
家
庭
ご
み
の
直
近
５
年

間
に
お
け
る
排
出
状
況
と
、
今

後
ご
み
の
減
量
に
向
け
た
対
策
や
計

画
は
。

答
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
は
約
２
，
９
０
０
ト
ン
で

推
移
し
、
令
和
５
年
度
は
約
２
，

７
０
０
ト
ン
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
み
減
量
化
に
向
け
た
対
策

等
は
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
３

つ
の
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）
を
推
進
し
、
資
源
の

循
環
利
用
の
促
進
や
環
境
へ
の
負
荷

低
減
を
目
指
し
て
、
法
律
及
び
条
例

等
に
基
づ
き
「
六
ヶ
所
村
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
」
及
び
「
六
ヶ
所

村
分
別
収
集
計
画
」
を
策
定
し
、
具

体
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問
現
在
、
排
出
さ
れ
て
い
る
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
状
況
を

お
示
し
願
い
た
い
。

答
家
庭
ご
み
の
う
ち
、
資
源
ご
み

と
し
て
８
区
分
11
種
類
を
収
集

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
資
源
ご
み

の
排
出
量
は
、
約
４
４
０
ト
ン
で
あ

り
、
家
庭
ご
み
総
排
出
量
の
約
16
％

が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
の
う

ち
、衣
類
、容
器
包
装
物
プ
ラ
ス
チ
ッ

附
つ く だ

田　角
か く え い

栄 議員

ク
、
紙
類
の
一
部
は
、
村
が
独
自
で

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
他
の
資
源
ご
み
は
、
北
部
上
北

広
域
事
務
組
合
ク
リ
ー
ン
ペ
ア
は
ま

な
す
に
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。　

問
公
共
施
設
で
育
児
に
使
用
す
る

用
具
類
の
取
扱
い
窓
口
を
設
置

し
、
保
管・受
渡
し
な
ど
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

答
村
内
の
小
学
校
で
は
ジ
ャ
ー
ジ

譲
渡
会
を
実
施
し
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
廃
棄
物
を
減

量
化
す
る
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
の
実
施
さ

れ
て
い
る
方
法
等
を
参
考
に
し
、
本

村
で
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

考えますか。考えますか。 質 問

問
当
地
区
は
、
畑
作
の
連
作
障
害

対
策
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
県
営
事
業
と
し
て
整
備

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
、
造
成
当
初
か
ら
石
礫
が

多
く
、
長
芋
や
ご
ぼ
う
の
作
付
け
可

能
な
耕
作
深
は
確
保
出
来
ず
、
当
初

計
画
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
利
用
方
針
と
、
今
後

利
用
見
込
み
の
な
い
農
地
に
つ
い
て

は
、
こ
の
地
区
の
素
晴
ら
し
い
景
観

を
活
か
し
、
様
々
な
花
を
植
栽
し
、

観
光
地
と
し
て
整
備
す
る
の
は
い
か

が
か
。

答
観
光
地
を
目
的
と
し
た
構
想
は
、

理
解
す
る
も
の
の
、
不
特
定
多

数
の
方
々
が
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、

「
管
理
用
道
路
の
拡
幅
」
を
は
じ
め
、

「
ト
イ
レ
」、「
駐
車
場
」の
整
備
や「
運

営
体
制
の
構
築
」
の
ほ
か
、
当
農
用

地
は
一
般
開
放
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、「
利
用
耕
作
地
の
管
理
問
題
」
な

ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

現
段
階
に
お
い
て
は
飼
料
価
格
の
高

騰
が
続
き
、
牧
草
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
草
地
と
し
て

の
利
用
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

寺
て ら し た

下　和
かずみつ

光 議員

こ
ど
も
園
の
主
食
（
ご
は
ん
）
の

持
参
を
廃
止
し
、
こ
ど
も
園
で
炊

飯
す
る
か
提
供
を
受
け
る
よ
う
に

見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

園
内
で
の
提
供
、
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
配
送
、
配
食
業
者
の
外

部
委
託
の
導
入
な
ど
検
討
し
て

参
り
た
い
。
　
　
　
―
　
村
長

問
本
村
の
こ
ど
も
園
に
通
園
し
て

い
る
園
児
は
、
お
昼
ご
飯
を
持

参
し
て
お
り
、
こ
ど
も
園
と
し
て
は

保
管
場
所
と
衛
生
管
理
上
も
含
め
大

変
な
苦
慮
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　

こ
ど
も
園
の
職
員
の
負
担
軽
減
と

食
中
毒
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
ご
飯

の
持
参
を
廃
止
し
、
こ
ど
も
園
で
炊

飯
す
る
か
、
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
学

校
給
食
の
配
送
時
に
、
ご
飯
の
み
の

提
供
を
受
け
る
な
ど
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

答
保
護
者
か
ら
も
要
望
を
頂
い
て

お
り
、
村
と
し
て
も
対
応
が
可

能
で
あ
る
か
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
　

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
衛
生
管

理
面
や
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
た
上

で
、主
食
の「
園
内
で
の
提
供
」や「
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送
」
に

加
え
、「
配
食
業
者
の
外
部
委
託
の
導

入
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問

一 般 村長、どう村長、どう

ごみの焼却及びリサイクルを実施するごみの焼却及びリサイクルを実施する
クリーンペアはまなすクリーンペアはまなす

富ノ沢地区農用地富ノ沢地区農用地

富ノ沢地区農用地富ノ沢地区農用地

石油備蓄基地石油備蓄基地

日本原燃 ( 株 )日本原燃 ( 株 )

富ノ沢地区農用地の今後の利活用は。
地域農業の振興及び農業経営の安定化を図るため
重要な農用地でありますので、引き続き、農用地
として利用して参ります。

―　村長
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12月定例会の主な議案審議結果を公開！

条例・契約関係条例・契約関係
議 案 名 議 案 概 要 賛否

六ヶ所村非化石エネルギーの利活用
の推進に関する条例の制定について

非化石エネルギーの利活用を推進し、脱炭素社会の実現を図り、
もって地域社会の持続的な発展及び村民の健康で文化的な生活
に寄与するため、本条例の制定をするもの。

原
　
案
　
可
　
決

六ヶ所村職員の給与に関する条例及
び六ヶ所村一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例について

青森県人事委員会の職員の給与等に関する報告及び勧告に鑑
み、職員の給料月額、寒冷地手当、期末手当及び勤勉手当の額
の改定を行うもの。

六ヶ所村特別職の職員の給料等に関
する条例の一部を改正する条例につ
いて

一般職の職員の給与改定等を踏まえ、村長等の期末手当の支給
割合を改めるもの。 

六ヶ所村議会の議員報酬並びに費用
弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例について

一般職の職員の給与改定等を踏まえ、議員の期末手当の支給割
合を改めるもの。

六ヶ所村国民健康保険税条例の一部
を改正する条例について

青森県国民健康保険運営方針における保険料水準の完全統一に
向けた算定方式を踏まえた税率等の見直しのほか、所要の改正
を行うもの。

六ヶ所村消防団条例の一部を改正す
る条例について

消防団の組織の強化に必要な人材を確保することを目的とし
て、団員に機能別消防団員を追加するほか、所要の改正を行う
もの。

六ヶ所村立認定こども園の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する
条例について

六ヶ所村立おぶちこども園の管理及び運営を公私連携によって
行う民設民営に移行するに当たり、所要の改正を行うもの。

青森県市町村職員退職手当組合を組
織する地方公共団体の数の減少及び
青森県市町村職員退職手当組合規約
の変更について

西北五環境整備事務組合が令和７年３月 31 日をもって解散す
ることに伴い、青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合規約の
変更について協議するもの。

青森県市町村総合事務組合を組織す
る地方公共団体の数の減少及び青森
県市町村総合事務組合規約の変更に
ついて

西北五環境整備事務組合が令和７年３月 31 日をもって解散す
ることに伴い、青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変更につ
いて協議するもの。

人事案件人事案件
議 案 名 議 案 概 要 賛否

六ヶ所村教育委員会委員の任命につ
いて

六ヶ所村教育委員会委員に相
あいない

内　早
さ な え

苗氏を任命するため、議会
の同意を求めるもの。 同意

六ヶ所村固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価委員委員会委員に高
たかはし

橋　壽
としまさ

政氏を選任するため、
議会の同意を求めるもの。 同意

六ヶ所村固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価委員委員会委員に鳥
と り や べ

谷部　信
しんいち

一氏を選任するた
め、議会の同意を求めるもの。 同意

六ヶ所村固定資産評価審査委員会委
員の選任について

固定資産評価委員委員会委員に水
みずさわ

沢　和
かずのり

徳氏を選任するため、
議会の同意を求めるもの。

同意

一 般 質 問一 般 質 問

中
、
主
催
す
る
側
と
村
が
、
安
全
安

心
を
確
保
し
事
故
の
な
い
イ
ベ
ン
ト

を
将
来
維
持
し
続
け
る
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
い
か
に
有
効
的
に
活
用

す
る
か
議
論
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答
両
指
導
隊
へ
は
、
村
か
ら
活
動

費
補
助
金
を
支
給
し
、
交
通
・

防
犯
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
３
年
に
１
回
、
県
外
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

野
辺
地
警
察
署
を
は
じ
め
交
通
安

全
協
会
及
び
防
犯
協
会
、
そ
し
て
両

指
導
隊
の
役
員
等
か
ら
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
組
織
体
制
や
活
動
手
当
の

支
給
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
団
体

の
総
会
で
審
議
し
て
頂
き
、
隊
員
の

処
遇
改
善
を
図
り
、
新
た
な
隊
員
の

確
保
に
も
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
村
内
４
地
区
に
公
共
入
浴
施
設

を
整
備
し
、
そ
の
施
設
の
無
料

化
の
対
象
は
、
約
３
，
７
０
０
名
程

で
す
。

　

無
料
化
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

不
公
平
感
に
つ
な
が
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
今
日
、

す
べ
て
の
村
民
が
等
し
く
利
用
で
き

る
入
浴
施
設
に
す
る
べ
き
と
思
う
が

い
か
が
か
。

答
入
浴
施
設
無
料
化
は
、
平
成
18

年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ス
パ
ハ
ウ
ス
ろ
っ
か
ぽ
っ
か
を
除
く

ほ
か
の
３
施
設
の
村
内
居
住
者
の
入

浴
料
金
は
、
大
人
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
、
６
歳
未
満
０
円

と
し
、
村
民
に
利
用
し
や
す
い
料
金

に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

当
事
業
は
「
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
増
進
」
を
目
的
に
実
施
し
た

こ
と
か
ら
、
不
公
平
感
に
つ
な
が
る

要
因
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
面
は
、
現

状
の
制
度
を
継
続
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

交
通
指
導
隊
員
、
防
犯
指
導
隊

員
の
活
動
を
有
償
化
と
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

補
助
金
の
支
給
や
県
外
視
察
研

修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
―
　
村
長

問
村
内
に
は
、
交
通
・
防
犯
指
導

隊
を
始
め
と
し
て
多
く
の
団
体

が
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
　

自
発
的
に
活
動
す
る
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
だ
と
す
れ
ば
、
イ
ベ
ン

ト
等
の
場
合
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
域
を
超
え
て
い
る
も
の
で
あ
り

有
償
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
指
導
隊

員
の
高
齢
化
、
成
り
手
不
足
が
続
く

髙
たかは し

橋　文
ふ み お

雄 議員

議 案 審 議議 案 審 議

対象者 人数

65 歳以上の高齢者 
障がい者手帳所持者 

生活保護受給者 
運転免許証返納者

約 3,500 人

消防団員 約 200 人

合計 約 3,700 人

村内入浴施設無料対象者数村内入浴施設無料対象者数

両指導隊員の産業まつりでの両指導隊員の産業まつりでの
活動の様子活動の様子

すべての村民の村内入浴施設利用料を無料化にす
るべきと思うがいかがか。
当面は、現状の制度を継続して参りたい。

―　村長
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12 月定例会での各委員会の開催状況をお知らせいたします。

議 会 運 営 委 員 会

◆３月定例会の会期日程が変更！◆３月定例会の会期日程が変更！
経　緯

　本村議会の３月定例会は、平成 21 年第１回から、村長からの提案理由（開会日）を聞いた翌日に一般質問の締

め切り日を設定してきた。理由として、過去に定例会の開会前に議員から提出された一般質問に対する回答の内

容が、一般質問をする前に新聞報道され、開会日の提案理由で説明があったことを踏まえ、議員から提案理由を

聞いた後の一般質問の締め切りが提案され３月定例会の一般質問締切日は、開会日の翌日としてきた。

　そのため、他町村の定例会と比較して会期日程が長くなっている現状である。

検討結果

　これまで 15 年間、当初予算（案）を審議する３月定例会は、一般質問の締め切りを開会日の翌日に行ってきた

ものの、村長の所信表明事項に関係する一般質問が提出された実績がなく、また、「議員必携」や「町村議会の運

営に関する基準」による一般質問の考え方に基づいても、議会定例会開会日前に一般質問の締め切り日を設ける

ことが妥当であるとのことから、令和７年度当初予算（案）を審議する議会定例会からは、６、９、12 月と同様

に一般質問の締め切り日を議会運営委員会開催の７日前とすることが決定した。

議員意見

　経緯を把握し、今後一般質問前に村長の提案理由などで一般質問に対する回答をしないよう注意して実施してい

ただきたい。

総務教育常任委員会

◆機能別消防団員を導入！◆機能別消防団員を導入！
[ 案　　件 ]六ヶ所村消防団条例及び規則の一部改正について

⇒全国的に消防団員が減少している中で、村では消防団員の処遇改善事業を実施してきたものの、定年退職に伴う
纏振り指揮者や消防操法等の現場指導者など、経験豊富な消防団員の確保が新たな課題となっていることから、
特定の職務に専念する「機能別消防団員」制度を導入するため、条例及び規則の一部を改正する旨の説明があり
ました。
[委員意見 ]

・退職された消防団員を機能別消防団員として、再任するべきである。
・分団の統廃合は早期に進めるべきであるが、各地区の消防力の低下にもつながる恐れがあるため、分団の団員確
保については、工夫が必要である。

むつ小川原エネルギー対策特別委員会

◆国民健康保険税が増額！◆国民健康保険税が増額！
[ 案　　件 ]六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

⇒平成 29 年度に策定された青森県国民健康保険運営方針が令和６年３月に改定され、令和７年度に同保険税の資
産割を廃止し、令和 12 年度から保険料水準の完全統一による保険税率での賦課の開始が明記され、この運営方針
に基づき、六ヶ所村国民健康保険税条例の一部を改正する旨の説明がありました。

　今後も増加することが見込まれる医療費の動向を踏まえると、県の標準税率に近い水準への引き上げが望ましい
が、被保険者の経済的負担の軽減を図るため、令和７年度から９年度の三か年で段階的に税率を改正するとのこ
とでした。
[委員意見 ]

・被保険者の減少傾向がこれからも続き、保険料負担が増加すると思われることから、費用負担を配慮した税率の
改正を行ってほしい。

委 員 会 レ ポ ー ト委 員 会 レ ポ ー ト 委員会レポート委員会レポート

産業福祉常任委員会

◆陳情書を採択！◆陳情書を採択！
[ 案　　件 ]六ヶ所村長・村議会議員選挙での選挙公報の発行に関する条例の制定を求める陳情書について

⇒これまでの経緯や他町村の陳情書の取り扱いについて確認し、実施するにあたっての職員の負担や、選挙公報発
行に想定されるスケジュールについて説明を受け、採択とすることといたしました。
[委員意見 ]

・現在の人員で対応でき、選挙公報は希望者のみが掲載ができるとのことであるため、採択すべき。

３月定例会会期日程比較表

日　程 令和６年３月定例会 令和７年３月定例会（案）以降

第 １ 日目 令和６年３月４日（月） 
開　　会

令和７年２月 28 日 ( 金） 
開　　会・特別委員会

第 ２ 日目 令和６年３月５日（火） 
一般質問締切

令和７年３月１日 ( 土） 
休日休会

第 ３ 日目 令和６年３月６日（水） 
議案熟考

令和７年３月２日 ( 日） 
休日休会

第 ４ 日目 令和６年３月７日（木） 
議案熟考

令和７年３月３日 ( 月） 
一般質問

第 ５ 日目 令和６年３月８日（金） 
議案熟考

令和７年３月４日 ( 火） 
休会（常任委員会）

第 ６ 日目 令和６年３月９日（土） 
休日休会

令和７年３月５日 ( 水） 
休会（議案熟考）

第 ７ 日目 令和６年３月10日（日） 
休日休会

令和７年３月６日 ( 木） 
予算・議案審議

第 ８ 日目 令和６年３月11日（月） 
議案熟考

令和７年３月７日 ( 金） 
閉　　会

第 ９ 日目 令和６年３月12日（火） 
休会（常任委員会）

第10日目 令和６年３月13日（水） 
一般質問

第11日目 令和６年３月14日（木） 
予算・議案審議

第12日目 令和６年３月15日（金） 
閉　　会

◆東北防衛局へ要請活動！◆東北防衛局へ要請活動！
[ 案　　件 ]六ヶ所対空射撃場建設関連事業等に係る地元発注への要請について

⇒六ヶ所対空射撃場の主要な建物の老朽化に伴い、東北防衛局では今年度から約 21 億円の大規模な建て替え事業
等を行うため、建設関連工事及び資材や物品等調達にかかる地元発注への配慮について、東北防衛局長に対し要
請活動を実施したい旨の説明があり、村長とともに、正副議長、正副委員長で実施することといたしました。
[委員意見 ]

・地元発注においては、発注単価の配慮についても要望してほしい。

◆陳情書を採択！◆陳情書を採択！
[ 案　　件 ]原子燃料サイクル施設の完成目標延期に係る地域経済活性化策推進に関する陳情について

⇒原子燃料サイクル事業をはじめとするエネルギー産業を経済成長戦略の柱として位置づけ、国のエネルギー政策
にも大きく貢献してきたが、再処理工場の度重なる完成目標時期の延期によって、地域経済への悪影響が懸念さ
れるところである。改めて原子燃料サイクル事業との共生関係の再構築を図るため、地域経済活性化策の推進に
ついて緊急に陳情するといった内容の陳情書が提出され、審議の結果、採択とすることといたしました。
[委員意見 ]

・度重なる竣工延期により、事業者との信頼関係はもとより地域経済への悪影響が懸念されることから、改めて原
子燃料サイクル事業との共生関係の再構築を図るため、採択すべき。

・これまでも電気事業連合会や日本原燃 (株 )に要望してきた事項と同様であることから、採択すべき。

◆水道事業の経営戦略を改定！◆水道事業の経営戦略を改定！
[ 案　　件 ]六ヶ所村水道事業経営戦略の改定案について

⇒令和元年度に策定した六ヶ所村水道事業経営戦略について、令和６年度から令和 15 年度までを計画期間とした
経営戦略の改定案を作成した旨の説明がありました。

　また、改定案の概要として、独立採算制であることを経営の基本原則とし、財源の確保については、企業債を原
則として活用せず、水道料金も引き上げることなく、各種交付金等を最大限活用して実施していくとのことでし
た。
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令和７年第２回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ２月28日（金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託、特別委員会※

第２日目 ３月１日（土） 休 日 休 会

第３日目 ３月２日（日） 休 日 休 会

第４日目 ３月３日（月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ３月４日（火） 休 　 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ３月５日（水） 休 　 　 　 会 議案熟考

第７日目 ３月６日（木） 本会議（午前 10 時） 議案審議

第８日目 ３月７日（金） 本会議（午前 10 時） 議案審議、委員長報告、閉会

※　各委員会の開催時間等は、決まり次第 HP でお知らせいたします。　【議会の日程は変更されることがあります】

　議会を監視するのは『あなた』です。12 月定例会の傍聴人は 42 人でした。あなたも議会を傍聴し
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

令和７年第１回臨時会が開催されました！
　去る２月４日に令和７年第１回臨時会を開催し、令和６年度一般会計補正予算として議案１件が上程され、
全会一致で可決されました。補正予算の内容は以下のとおりです。
　①高齢者福祉施設等物価高騰対策支援事業　3,800千円
　　村内の高齢者福祉施設等を運営する法人に対し、物価高騰に係る支援金を支給する。
　◆３法人19事業所（松緑福祉会、延寿福祉会、NPO法人在宅生活）
　②令和６年度電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金事業　52,343千円（国の事業）
　　電力・ガス食料品等の物価高騰による負担増を踏まえ、低所得者世帯に対し、給付金を支給する。
　◆対象世帯数（見込み）1,410世帯×30千円＝42,300千円
　◆こどもの人数（見込み）350人×20千円＝7,000千円
　③生活困窮者に対する灯油購入費助成事業　7,050千円（県の事業）
　　灯油価格の高騰による負担増を踏まえ、生活困窮者に対し、灯油購入費への助成金を支給する。
　◆対象世帯数（見込み）1,410世帯×５千円＝7,050千円
　④除雪対策費　112,000千円追加し、575,919千円
　　除排雪委託料を増額補正する。


